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1ま え が き

牧草に対するKの適正施用量を設定することは単に収量
確保の面だけでなく,それを採食する家畜の ミネラル栄
養
1'4)の
面からも重要なことである。 しかし, Kには周知

のぜい沢吸収という現象があり, また細胞内のK濃度と根
の周辺溶液のス濃度の比 (蓄積比 )が非常に高い

2)こ
とな

どから,単に置換性Kに よって測定されるKの収支からそ
の施用量を設定することには難点がある。このようなこと

から, Kの施用量を設定するにあたっては徐々に有効化し
てくるKの天然供給力を把握することが必要であると考え,

)内は草地艦

る 結 果 と 考 察

1 未耕地の土壊断面
深度 0～ 50mま での断面を図 1に示した。十和田, 三戸

土壌のA層は一般に粗粒質で下層には粗粒浮石,大粒浮石
層を有し数次にわたって堆積したことを示している。同じ

噴出源に属する上北土壌は噴出源からの距離が遠いため,

粒径が小さく黒色のA層が比較的発達している。下ヨヒ 岩

木土壊のA層は腐植含量が高く下層には壌質で明色のB層

がある。

2 土壌のK含量
表2に N熱硝酸可溶K(以下熱硝酸法Kとする)含量を
示す。土壊別では下北>岩木>上北>十和田>三戸の傾
向にあった。垂直分布をみると未耕地,草地土壌とも表層
での含量が高く下層にいく程低下する。この傾向は原田う

の C a rnla n法 による結果と同様である。

置換性 K(以下EX― K)含量を表 3に示す。 土壌別含量
および垂直分布は熱硝酸法 K含量と同様の傾向を示し,河
井ら
5)の
結果 とも一致する。土壌生産力可能性分級

5)と
対

本試験を実施した。

2試 験 方 法

1 土壌の採取
噴出源を異にする三土壌系に属する8草 地とその隣接未

耕地から51年春に採取 した (表 1)。

2 分析方法
三須
6)ら はK天然供給力の判定にはN熱硝酸抽出法が適

当であるとしている。本報ではこれに従いN熱硝酸抽出法う

をもちいた。

注 .

下|ヒス  岩木系

図 1 未耕地土壌の断面

比すると,未耕地土壌の第 1層 は三戸土壌以外は多区分
(K2015″ )に 相当し,豊富な含量を示していた。草地土
壌では十和田土壌の各草地および岩木土壌の森田草地で低

含量であるが,その他の土壌では中～多の範囲にあった。
熱硝酸法 K含量は未耕地土幾 草地土壌とも常に転―K

より高く,非置換態からEX― Kへ移行するK含量が多いこ

とを示 している。

未耕地土壌と草地吐壌との比較では熱硝酸法KおよびEX

表 1 調査草地の概略

系 土 壌 地 区 名 造成年 利 用 形 態 50年度施1巴量 (″/10a

下 北 (石  持 ) 45 放牧採草兼用 N― P― K),4-12-,4

岩 木 系
岩 木 (森 田 ) 採 草 20-17-16
″ (長  平 ) 放 牧 34-34-34

十和国―八甲日系

上 北 (六 ヶ所 ) 108-ス 2-3`
十和田 (大中台 ) 174-24-12
″   (惣  辺 ) 44 -58-37
三 戸 (小  国 ) 採 草

″ (袖 平 ) 放 牧 ll1 8-72-36

十和国一人甲田系
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―Kと も未耕地土壌>草地土壊の傾向がみられた。これは
草地造成時にK含量の豊富な表層土が除去されたり, 下層
土と滉合されたことがその一因であろう。さらに,N施肥
によるKの流亡促進および牧草による収奪が原因となって

いることは,調査草地中最も集約的な管理下にある森田草
地で頭著に低いことからうかがうことができる。森田草地

は12年間にわたって相当量のKが収奪,流亡していること
が管理内容から推察される。それにもかかわらず,なお約
8″のL―Kが測定されたことは,本土壌のK天然供給力
の大きいことを意味するものである。

表2 1N熱 硝酸可溶 K含量

表 3 置 換 性 含 量

表 4 天 然 供 給 量

4 ま  と  め

草地におけるK施肥上の基礎資料を得るため,下北,岩
木,十和田―八甲日系火山灰土壌についてK天然供給力を
調査した。
K天然供給力は下北>岩木>十和田―八甲日系火山灰
土壌の傾向を示し,噴出源による差が認められた。したが
って, K施用量は天然供給量を考慮し土壊 ,1に設定するこ
とが必要である。
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土 壌 地 区 名
未 耕 地

層 2 層 5 層 4層 5層 0～ 5 5-10Cn 0～ 5 5～ 10 0～
下 北 (石 持 )

岩 木 (森  田 )
″ (長 平 )
上 北 (六ケ所 )
十和田 (大中台 )
″ (惣 辺 )
三 戸 (小  日 )
″  `力董 平ヽ

737
448
564
417
388
3ア 8

220
246

“

3

227
21
265
%9
219
140

315
482
149
る 6

1,3
198
145
157

,2
140
193

lo 4

ア2

692
851

5ζ 0

588
● 2

ω l

415
350

506
554
● 2

434
198
1,5
220
246

795
255
5,5
417
125
24 1

%5
5,3

658
508
417
318
121
227
227
246

624
357
402

116
195
2o5
248

土 壌 地区 名
耕 地

層 2 3 層 4層 5層 0～ 5 5^シ 10o■ 0～ 5 5～ 10 10-1■m

下  Jヒ (石  持 )
岩 木 (森 田)
″ (長 平 )
上 北 (六ヶ所 )
十和田 (大中台 )
″ (惣 辺 )
三 戸 (小  国)
″   `柚  平ヽ

410
276
654
293
2, 7

265
119
Zア

266
,4
121

140
121

80
42

148
178
67
1● 0

45
48
46
50

`361
25

．
．
Ｉ

一
“
．
郷

5ア 4

5Z2
535
404
1,5
134
1,9
160

246
357
165
312
84
27
86
83

516
ス4

384
30 1

53
88
135
161

554
24
225
255
42

`492
,4

521
114
128

36
46
Z8
,4

土 壊 地 区 名
地耕 草成既

1 層 2 5層 4層 5  層 0-5 5-10m 0-5 5～ 10
下 Jヒ (石 持 )
岩 木 (森 日 )
″ (長 平 )
上 北 (六ヶ所 )
十和田 (大中台 )
″ (惣 辺 )
三 戸 (小 国)
″  ィヵn 平、

327
172
210
124
,ス 1

115

151
1`9

1,7
155
120
125
118
lζ 9

,8

165
304
82
106
148
150
,9
107

5,
79
1`8

二

Ｉ

一
“
一
″

318
27'
1,5
184
14フ

1`フ

216
120

260
1,7
lZフ

122
114
118
184
1`5

2ア 9

1ス 9

211
11`
ス2

153
132
152

304
234
194
63
ア9

165
155
152

503
23
24

30
149
127
154

注 K天然供給量-lN熱硝酸可溶K―置換性 K


